
私
の
名
前
は

京
町
セ
イ
カ
で
す
！

精
華
町
の
皆
さ
ん
に
、ま
ち
の
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ち
ゃ
い
ま
す
の
で
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
人
は
、町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
ね
。
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７
月
号
で
募
集
し
た
町
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
愛
称
募
集
。
北
海
道
か
ら
九
州
、
そ
し
て
米

国
か
ら
総
数
１
３
８
通
に
及
ぶ
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
㈬
に
、
京
都
精
華
大
学
マ
ン
ガ
学

部
の
竹
熊
健
太
郎
教
授
を
座
長
と
す
る
愛
称
検

討
会
議
で
熱
心
な
議
論
を
い
た
だ
き
、「
京
町

セ
イ
カ
」
と
い
う
愛
称
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情
報
や
そ
の
ほ

か
の
広
報
活
動
を
、
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
た
り
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
や
す
く

し
た
り
す
る
た
め
、
新
し
い
町
の
広
報
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
彼
女
が
本
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
し
て
、
町
が
発
信
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど

う
か
温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
企
画
調
整
課
広
報
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
０
）

子ども議会

夏休み明けスペシャル

「町政に一言物申す!」
　町内小学校の６年生各クラスの代表による「子ども議会」
が７月23日（火）、町議会議場などでありました。
　今年も代表質問とまちづくり委員会の二部構成。町議会
議場で行われた代表質問＝左・下写真＝では、各校代表の
子ども議員から「あいさつをかわし、地域とのつながりを
深める」や「私のしごと館をお年寄りと子どもが交流できる

場にする」などと、町政への提案が
出ました。
　全議員で意見交換するまちづくり
委員会（審議会室）＝右上・右写真＝
は、健康がテーマ。子ども自身が家
や学校で取り組んでいることを発表
しました。「コメを中心とした食生活
にする」「朝早く起きて体操をする」

「手洗いやうがいを呼びかける」な

ど、多くの意見が飛び交っていま
した。
　代表質問で議長を務めた栢村翔
太くん（精華台小６）は「議長席は
高く、みんなと対面するので緊張
した。僕たちのまちづくりへの意
見が将来、少しでも反映されたら
うれしい」と話していました。

○問い合わせ　生涯学習課 社会教育係（495−1907）

精
華
町
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

愛
称
決
ま
る
！

「
京き

ょ
う

町ま
ち

セ
イ
カ
」
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気
象
庁
は
８
月
30
日
㈮
か
ら
特
別
警
報
の
発

表
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
警
報
の
な
か
で
も
著
し
く
危
険
性
の
高
い
災

害
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
特
別
警

報
。
東
日
本
大
震
災
や
一
昨
年
の
台
風
12
号
に

よ
る
豪
雨
（
死
者
・
行
方
不
明
者
98
人
）
な
ど

が
該
当
し
ま
す
。

　
特
別
警
報
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
無
線

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
伝
え
ら
れ
ま
す
。

発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
屋
外
の
状
況
や
避
難
指

示
・
勧
告
な
ど
に
注
意
し
、
命
を
守
る
た
め
の

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
な
く
て
も
、
油
断
は

禁
物
で
す
。
従
来
の
警
報
や
注
意
報
も
こ
れ
ま

で
通
り
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
行
動
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
気
象
庁
京
都
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
（
4
０
７
５

−

８
４
１

−

３
０
０
６
）

大

小

災
害
の
危
険
性

特別警報特別警報
より重大な災害が発
生する恐れが著しく
大きいときに発表

警　　報警　　報
重大な災害が発生す
る恐れがあるときに
発表

注 意 報注 意 報 災害が発生する恐れ
があるときに発表

　９月16日（祝・月）の2013けいはんなサ
イクルレースの開催に伴い、同日午前８
時～午後１時ごろ、道路の通行規制を行い
ます＝右図。
　このほか、奈良交通路線バスと精華くる
りんバスのバス停を次の通り変更します。
▶奈良交通路線バス
　�精華大通りを東向きに進行するバスは
「光台七丁目停留所」「光台四丁目停留所」
「光台三丁目停留所」「けいはんなプラザ
停留所」での乗降ができなくなりますの
で、「光台八丁目停留所」または「ATR 停
留所」をご利用ください。西向きに進行
するバスは、これらの停留所でも乗降で
きます。
▶精華くるりんバス
　�山田川駅発祝園駅方面の「けいはんなプ
ラザ停留所」は、奈良交通「ATR 停留所」
に移設します。

○問い合わせ
　◆けいはんなサイクルレース実行委員会事務局（京都府自転車競技連盟）（4 090−5151−9669）
　◆精華町役場 企画調整課 企画係（4 95−1900）

㈱
島
津
製
作
所

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
㈱

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱

ATR

けいはんな
プラザ
駐車場

国道 163号

ア
ピ
タ
タ
ウ
ン

け
い
は
ん
な

食彩
プラザ

国
立
国
会
図
書
館

関
西
館

けいはんな
プラザ

東光
小学校

精華西
中学校

一方通行通行止め

京
セ
ラ
㈱

一般
車両
の通
行不
可

９/16
午前８時～午後１時ごろ 通行規制・バス停変更サイクルレース

　

第
６
回
精
華
マ
ラ
ソ
ン
を
11
月
３
日
（
祝
・

日
）、
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー�

ル
と
し
て
開
催
し
ま
す
（
雨
天
決
行
）。

　
必
ず
開
催
要
項
を
お
読
み
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
開
催
要
項
は
む
く
の
き
セ
ン

タ
ー
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
時
間

　

�

受
付
／
午
前
８
時
か
ら
・
開
会
式
／
午
前
８

時
30
分
か
ら

　
◆
ス
タ
ー
ト
予
定
時
刻

　
　

�

２
㌔
／
午
前
９
時
・
３
㌔
／
午
前
９
時
30

分
・
５
㌔
／
午
前
10
時
10
分
・
10
㌔
／
午

前
11
時

▼
コ
ー
ス

　

�

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
か
ら
木
津
川
河
川
敷
堤

防
を
利
用
し
た
コ
ー
ス
（
す
べ
て
折
り
返
し
）

　
※
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
少
な
い
コ
ー
ス
で
す
。

▼
種
目

　
◆
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
　
２
㌔
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
方
）

　
◆
マ
ラ
ソ
ン

　
　

�

３
㌔（
小
１・２
男
子
、
同
女
子
、
小
３
・

４
男
子
、
同
女
子
、
小
５・
６
男
子
、
同

女
子
、
中
学
生
以
上
男
子
、
同
女
子
）、

５
㌔
（
中
学
生
以
上
40
歳
未
満
男
子
、
同

女
子
、
40
歳
以
上
60
歳
未
満
男
子
、
同
女

子
、
60
歳
以
上
男
子
、
同
女
子
）、
10
㌔

（
中
学
生
以
上
40
歳
未
満
男
子
、
同
女

子
、
40
歳
以
上
60
歳
未
満
男
子
、
同
女

子
、
60
歳
以
上
男
子
、
同
女
子
）

　
　
※
年
齢
は
大
会
当
日
の
年
齢
で
す
。

▼
表
彰

　

�

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
除
く
各
種
目
の
上
位
選
手
を

表
彰
。
マ
ラ
ソ
ン
各
種
別
の
優
勝
者
に
は
、

体
育
協
会
長
賞
（
副
賞
）
を
贈
呈
。

▼
対
象
者

　

�

健
康
に
自
信
の
あ
る
方
（
未
成
年
者
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
）

▼
料
金　

　

�

19
歳
未
満
／
１
０
０
０
円
・
19
歳
以
上
／

２
０
０
０
円

▼
申
込
期
間

　

�

９
月
10
日
㈫
～
27
日
㈮
（
当
日
領
収
印
ま
で

有
効
）

▼
申
込
方
法

　

�

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
◆
要
項
付
属
の
払
込
取
扱
票

　
　

�

開
催
要
項
に
付
い
て
い
る
払
込
取
扱
票
と

料
金
を
直
接
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
ま
た
は

郵
便
局
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
　
※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
払
込
取
扱
票
で
は
申
し
込
み
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
◆
郵
便
局
備
え
付
け
の
払
込
取
扱
票

　
　

�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
記
入
見
本
通

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
料
金
を

添
え
て
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
ま
た
は
郵
便
局

へ
。

　
◆
Ｅ
メ
ー
ル

　
　

�

件
名
を
「
第
６
回
精
華
マ
ラ
ソ
ン
申
込
」

と
し
、
本
文
に
「
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
参
加
種

別
・
区
分
番
号
・
保
護
者
の
氏
名
（
未
成

年
者
の
み
）」
を
入
力
し
、y-taiiku@

npo.tow
n.seika.kyoto.jp

へ
。

料
金
は
振
り
込
み
で
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

０
０
９
１
０

−

４

−

２
８
８
２
３
９
精
華

町
体
育
協
会
マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
事
務

局
」
へ
。

　
　
※�
申
し
込
み
の
際
に
発
生
す
る
振
り
込
み

手
数
料
な
ど
は
、
参
加
者
負
担
と
な
り

ま
す
。

▼
申
込
規
約

　
・�

自
己
都
合
に
よ
る
申
し
込
み
後
の
種
目
変

更
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。
過
剰

入
金
、
重
複
入
金
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。

　
・�

年
齢
・
性
別
の
虚
偽
申
告
、
申
込
者
本
人

以
外
の
出
場
な
ど
不
正
は
認
め
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
出
場
を
取
り
消
し
ま
す
。

　
・�

自
然
災
害
や
事
件
な
ど
、
不
可
抗
力
の
事

象
が
発
生
し
た
場
合
、
開
催
中
止
や
料
金

返
金
の
有
無
・
額
な
ど
につい
て
は
、
主
催
者

が
判
断
し
ま
す
。

　
・�

参
加
者
は
、
大
会
前
ま
で
に
必
ず
健
康
診

断
を
受
け
、
当
日
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
悪

い
場
合
は
辞
退
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

大
会
出
場
中
の
映
像
・
写
真
・
記
事
・
記

録
な
ど
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
へ
の
掲
載
権
は
主
催
者

に
属
し
ま
す
。　

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

10
月
23
日
㈬
ま
で
に
受
付
票
を
郵
送
し
ま

す
。
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
左
記
の
と

こ
ろ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

主
催
者
は
、
大
会
中
に
発
生
し
た
事
故
に

へ
の
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、
傷
害
保
険

の
限
度
額
を
超
え
た
保
障
な
ど
に
つ
い
て

は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

〒
６
１
９

−

０
２
４
５　
精
華
町
下
狛
神
ノ

木
８
番
地

　

�

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
（
精
華
町
体
育
協
会
）

　
（
4
９
８

−

０
２
０
０
）

11月３日、精華マラソン

王者目指し
駆け抜けろ

始
ま
り
ま
し
た｢

特
別
警
報｣
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京
都
府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
協
働

し
て
暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
創つ

く

る

「
地
域
力
再
生
活
動
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
団
体
は
自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
・
子
ど
も
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
た
団
体
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

う
ち
複
数
が
連
携
し
た
活
動
団
体
で
す
。
政

治
・
宗
教
な
ど
に
か
か
わ
る
団
体
、
営
利
を
主

た
る
目
的
と
し
た
団
体
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　
対
象
事
業
は
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
自
ら

取
り
組
む
、
環
境
保
全
、
安
心
・
安
全
な
地
域

づ
く
り
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

地
域
の
活
性
化
目
指
す
活
動
へ

活
動
費
を
一
部
補
助

類
の
地
域
活
動
で
す
。

　
交
付
（
補
助
）
金
額
は
対
象
活
動
費
の
概
ね

３
分
の
２
以
内
（
府
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の

支
援
含
む
）。
申
請
期
間
は
９
月
30
日
㈪
ま
で

の
平
日
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
。
申
請
書
を
直
接
、
左
記
の
と
こ
ろ

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
や
申
請
様
式

は
、
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
◆�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
総
務
部
企

画
振
興
室

　
　
（�

4
２
１

−

２
０
４
９
・
6
２
２

−

８�

８
６
５
）

　
◆
精
華
町
役
場
企
画
調
整
課
企
画
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
０
）

　
女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
地
域
や
家

庭
な
ど
で
の
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
「
京
都

府
女
性
の
船
」
に
参
加
し
た
古
海
り
え
子
さ
ん

（
光
台
七
丁
目
）
＝
写
真
＝
が
７
月
23
日
㈫
、

木
村
町
長
に
修
了
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
精
華
町
子
ど
も
祭

り
＝
写
真
＝
が
10
月
19
日
㈯
、
む
く
の
き
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
６
月
14
日
～
17
日
の
３
泊
４
日
で
行
わ
れ
た

同
研
修
に
は
、
府
内
か
ら
集
ま
っ
た
１
０
０
人

近
い
女
性
た
ち
が
参
加
。
舞
鶴
港
か
ら
北
海
道

へ
向
か
う
船
中
で
は
、
グ
ル
ー
プ
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
札
幌
市
に
到
着
後
は
、
同
市
で
活
動

す
る
女
性
団
体
な
ど
の
地
域
活
動
団
体
と
の
意

見
交
換
な
ど
で
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

　
町
内
で
「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
古
海
さ
ん
。
男
女
が

協
働
し
、
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
へ
の
意
欲

を
語
り
ま
し
た
。

　
○
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
９
）

　

開
催
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時
30

分
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分
で
す
。
詳
細
は
、
来
月
に
各
戸
配
布

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

今
回
か
ら
午
前
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

昼
食
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ

　
�

精
華
町
子
ど
も
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）

　
（
4
９
５

−

１
９
０
７
）

地域づくりの夢を語る古海さん

南山城支援学校・平木新助校長
（左）と

女
性
の
社
会
参
画
学
ぶ
北
の
航
路

み
ん
な
集
ま
れ
！
子
ど
も
祭
り

10
月
19
日
、
午
前
に
開
催

３
団
体
と
福
祉
避
難
所
設
置
協
定

　

精
華
町
と
町
内
の
３
つ
の
関
係
機
関
と
の

「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置

運
営
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調
印
式
を
７
月
16

日
㈫
・
19
日
㈮
、
町
役
場
町
長
室
で
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
協
定
を
締
結
し
た
の
は
、
医
療
法
人
社

団
医
聖
会
の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
と
ち
の

き
」、
㈱
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
、
京
都

府
立
南
山
城
支
援
学
校
の
３
団
体
で
す
。

　
協
定
は
、
寝
た
き
り
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

人
、
妊
産
婦
な
ど
、
共
同
生
活
が
困
難
な
人
が

安
心
し
て
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
も
の
で

す
。
町
で
は
21
年
２
月
に
も
別
の
４
法
人
と
協

定
を
締
結
。
今
回
で
、
町
内
小
中
学
校
区
す
べ

て
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
が
実
現
し
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
４
）

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
さ
れ
た
建
物

は
、
そ
れ
以
降
に
建
築
さ
れ
た
も
の
と
比
べ
、

大
地
震
で
倒
壊
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣

　
町
で
は
、
こ
の
旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
た

木
造
の
住
宅
に
対
し
て
、
京
都
府
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
士
は
、
主
に
外
観
調
査
を
中
心
に

診
断
し
、
後
日
改
め
て
地
震
に
対
す
る
安
全
性

の
評
価
や
大
ま
か
な
補
強
プ
ラ
ン
な
ど
を
説
明

し
ま
す
。

　

１
戸
の
診
断
に
か
か
る
費
用
は
５
万�

１
０
０
０
円
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
費

用
は
３
０
０
０
円
で
す
。
現
地
調
査
に
か
か
る

時
間
は
２
〜
４
時
間
で
す
【
注
１
】。

改
修
補
助
、
最
高
90
万
円

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
た
木
造
の
住
宅
を
耐
震
改
修
・
補
強

す
る
場
合
【
注
２
】、
90
万
円
を
上
限
と
し
て

費
用
の
４
分
の
３
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
簡

易
な
工
事
に
対
し
て
は
、
30
万
円
を
上
限
と
し

て
費
用
の
４
分
の
３
を
補
助
し
ま
す
（
本
年
度

か
ら
）。
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
改
修
す
る
と
き
は
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ

事
業
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
安
全
性
だ
け
で
は

な
く
、
経
済
性
か
ら
利
便
性
ま
で
、
幅
広
く

じ
っ
く
り
と
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
屋

根
の
軽
量
化
や
壁
の
補
強
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
、
最
も
合
理
的
な
耐
震
改
修
を
計
画
し
ま

し
ょ
う
。

　
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
請
し
、
交

付
決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら
契
約
・
着
工
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。
契
約
済
み
の
も
の
、
工
事

済
み
の
も
の
は
事
後
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◇

　
耐
震
診
断
や
改
修
補
助
の
要
件
、
申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ

せ
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
注
１
】
住
宅
の
規
模
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
注
２
】
町
が
定
め
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
開
発
指
導
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
２
）

｢

ウ
チ
の
家
、

地
震
で

倒
れ
へ
ん
か
な
ぁ
…
…｣

住
宅･

土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

わ
が
家
で
国
際
交
流
を

　
10
月
１
日
、
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
総
務
省
に
よ
り
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
て
い
る
同
調
査
。
結
果
は
、
国
や

都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
も
、
総
務
省
が
指
定
す
る
一
部
地
域

か
ら
、
同
省
の
指
定
方
法
で
選
定
さ
れ
る
一
部

世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
京
都
府
知

事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
対
象
地
域
で
案
内

文
書
を
配
布
。
続
い
て
今
月
下
旬
以
降
、
対
象

世
帯
に
「
調
査
票
」
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
票
の
正
確
な
記
入
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
す
る
外
国
籍
の
人

【
注
１
】
の
受
け
入
れ
家
庭
（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
日
程
は
10
月
５
日
㈯
～
６
日
㈰
の
１
泊
２
日

で
す
。
５
日
午
後
５
時
ご
ろ
対
面
し
、
６
日
は

伊
勢
神
宮
へ
の
日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
ま
す
。

　

定
数
は
先
着
５
家
庭
で
す
。
希
望
す
る
方

は
、
９
月
13
日
㈮
～
27
日
㈮
ま
で
に
申
込
用
紙

【
注
２
】
を
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
下
記
の
と
こ
ろ
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
既
に
精
華
町
国
際
活
動
人
材
バ
ン
ク
の

登
録
し
て
い
る
方
は
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
世
帯
の
う
ち
の
一
部
は
、
国
土

交
通
省
に
よ
る
住
生
活
総
合
調
査
（
12
月
１
日

実
施
）
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　
　
企
画
調
整
課
企
画
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
０
）

　
◆
住
生
活
総
合
調
査

　
　
監
理
課
住
宅
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
９
）

受
け
入
れ
や
行
程
に
か
か
る
諸
費
用
は
ご
負
担

く
だ
さ
い
。

【
注
１
】
日
本
で
生
活
し
て
い
る
人
で
す
。

【
注
２
】
申
込
用
紙
は
左
記
の
窓
口
に
置
い
て
い
る
ほ

か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

せ
い
か
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
事
務
局
（
企
画

調
整
課
内
）

　
（�

4
９
５

−１
９
０
０
・
6
９
５

－３
９
７
１
）

　
（�

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

tow
n.seika.

kyoto.jp

）
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精華町介護者家族の会「なでしこの会」と精華町社協では、「笑顔で介護！」をテーマに介護
にまつわるエピソードや介護に関して思うことを表した川柳・フォト作品を募集します。

　
年
度
途
中
の
就
職
・
退
職
や
社
会
保
険
の
扶

養
異
動
に
よ
っ
て
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
す
る
場
合
や
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に
町
役
場
・
国
保
医

療
課
（
２
階
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
＝
左
表
。

　
国
保
に
加
入
す
る
場
合
、
手
続
き
が
遅
れ
る

と
医
療
費
が
全
額
負
担
に
な
っ
た
り
、
国
保
税

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
届
け

出
が
な
い
と
、
国
保
税
の
精
算
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
国
保
を
脱
退
す
る
と
国
保
の
保
険

証
は
無
効
に
な
り
ま
す
。
無
効
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
は
無
収
入
で
も
申
告
を

　

国
保
加
入
者
は
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
員
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は

国
保
税
額
や
保
険
給
付
の
負
担
区
分
を
、
加
入

者
の
前
年
中
の
所
得
金
額
で
決
定
す
る
た
め
で

す
。

　
申
告
し
た
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
は
国
保
税

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

退
職
者
医
療
届
け
出
は
お
早
め
に

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
に
加
入
し
た
人
の
な
か
で
、
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
と

そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と
な
る
「
退
職
者
医
療

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
必
ず
、
国
保
医
療
課
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
人

　
◆
退
職
者
本
人

　
　
・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
。

　
　
・�

厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
の
加
入
期

間
が
20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
の

加
入
期
間
が
10
年
以
上
。

　
　
・
65
歳
未
満
。

　
◆
退
職
被
扶
養
者

　
　
・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
。

　
　
・�

退
職
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
３
親
等
以

内
の
同
居
親
族
で
、
退
職
被
保
険
者
本

人
の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い

る
。

　
　
・�

年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
（
年
金
収

入
の
方
は
１
８
０
万
円
）
未
満
。

　
　
・
65
歳
未
満
。

▼
手
続
き

　

�

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
退
職
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
た
ら
、
次
の
も
の
を
持
っ
て
早
め
に
国

保
医
療
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
・�

現
在
お
持
ち
の
国
保
の
保
険
証
（
社
会
保

険
か
ら
国
保
に
変
わ
る
場
合
は
、
社
会
保

険
の
喪
失
証
明
書
が
必
要
）

　
・
加
入
期
間
が
記
載
さ
れ
た
年
金
証
書

　
・
印
鑑

　
※�
退
職
者
医
療
制
度
に
移
行
し
て
も
、
病
院

な
ど
で
の
負
担
割
合
や
国
保
税
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ

　
国
保
医
療
課
国
保
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
９
）

国保の加入・脱退の届け出に必要なもの

　３歳から小学校卒業までの方が外来医療費の助成を受ける
には、現在お持ちの白色の受給者証とは別の受給者証を受け
るための申請が必要です。申請した方には９月下旬、さくら
色の受給者証（10月から使用可能）を郵送します。白色の受
給者証は、これからも入院医療費の助成に利用できます。

　町では、65歳以上70歳未満の方に、医療費（保険適用分）
の一部を助成しています【注１】。
　助成は申請が必要です。申請の結果、認定された方には９
月下旬、うぐいす色の受給者証（10月から使用可能）を郵送
します。

　上記の両助成の対象者にはご案内を郵送しています。申請は、受給者証交付申請書・対象者の保険証・印鑑をお持ちく
ださい【注２】。申請期間は９月10日（火）～17日（火）の平日【注３】で、手続きは代理の方の来庁や郵送でも可能です。
【注１】60歳未満の方と同居する所得税課税世帯や、一定所得を超える世帯などは該当しません。【注２】高齢者の医療費助成で本人・
世帯で平成25年１月2日以降、精華町に転入した方がいる場合は、その方の24年中の所得額と控除額を証明する書類（住民税課税対象所得
額が表示されているもの）も必要です。【注３】申請が遅れると受給者証の使用開始日も遅れる場合があります。

○問い合わせ　国保医療課 医療係（4 95－1929）

昭23.10生の方へ
高齢者の医療費助成

平22.９.２～10.１生の子の保護者の方へ
子どもの医療費助成

　
国
民
年
金
に
は
、
次
の
よ
う
な
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
申
請
免
除
制
度

　

�

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。

▼
法
定
免
除
制
度

　

�

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
が
該

当
す
る
制
度
で
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

�

若
年
層
（
30
歳
未
満
）
の
方
を
対
象
と
し
て
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
を

受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
受
け
取
る
年
金
額
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以
内

（
例
／
平
成
25
年
７
月
分
は
35
年
７
月
末
ま

で
）
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
将
来
、
受
け
取

る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、
追
納
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
の
承
認
を

受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
「
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
」
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
京
都
南
年
金
事
務
所

　
　
（
4
０
７
５

−

６
４
３

−

２
５
４
７
）

　
◆
精
華
町
役
場
総
合
窓
口
課
年
金
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
１
５
）

年度 全額免除納付猶予
学生納付特例 3／４免除 半額免除 1／４免除

15年度の月分 １万4860円 ― 7430円 ―
16年度の月分 １万4640円 ― 7320円 ―
17年度の月分 １万4690円 ― 7350円 ―
18年度の月分 １万4750円 １万1050円 7370円 3680円
19年度の月分 １万4780円 １万1080円 7390円 3690円
20年度の月分 １万4890円 １万1170円 7440円 3720円
21年度の月分 １万4970円 １万1220円 7480円 3740円
22年度の月分 １万5240円 １万1420円 7620円 3800円
23年度の月分 １万5020円 １万1260円 7510円 3750円
24年度の月分 １万4980円 １万1230円 7490円 3740円

本年度中に追納する場合の額 追
納
で
き
る
国
民
年
金
保
険
料

年
度
途
中
の
国
保
加
入
・
脱
退

届
け
出
は
必
ず

届け出が必要なケース 届け出に必要なもの

職場の健康保険をやめたとき、ま
たは被扶養者からはずれたとき

職場の健康保険をやめた証明書ま
たは被扶養者ではない証明書、印
鑑

職場の健康保険に加入したとき、
または被扶養者になったとき

国民健康保険証と職場の健康保険
証（本人・被扶養者分）、印鑑

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑

▶募集内容
　◆川柳部門　�「介護」をテーマに５･７･ ５で表現した

もの
　◆フォト部門　�介護を通してふれあっているスナップ写

真
▶募集期間
　８月16日（金）～９月30日（月）（必着）
▶応募方法
　◆郵送・窓口
　　応募用紙と作品を提出してください。
　◆ Eメール
　　応募用紙【注】と作品のデータを添付してください。
　　件名には「コンテスト」と入力してください。
▶応募規定
　・オリジナルの未発表作品に限ります。
　・�写真はプリントの場合A4サイズ以内、データの場
合は JPEG形式・４MB以内で応募してください。

　・�応募点数は各部門１人３点までです。
　・�応募作品は返却しません。CD-R などの記録媒体な
ども返却しません。

▶表　　彰
　最優秀賞（各部門１点）：商品券2000円
　どんちゃん賞（各部門１点）：商品券1000円
　なでしこ賞（各部門１点）：商品券1000円
　※�受賞者は、11月11日（月）に同協議会ホームページ、
同15日（金）発行の「せいか社協だより」で発表します。

【注】下記の窓口のほか、同協議会ホームページからもダウン
ロードできます。

○応募・問い合わせ
　〒619−0243　精華町南稲八妻砂留22番地１
　精華町社会福祉協議会 地域福祉課
　（4 94−4573）
　（E-mail：vcseika@vesta.ocn.ne.jp）

日ごろの介護を作品に



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは35ページに掲載しています。町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは35ページに掲載しています。September13 町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは35ページに掲載しています。町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは35ページに掲載しています。 September 12

特
別
障
害
者
手
当

　
特
別
障
害
者
手
当
は
、
20
歳
以
上
で
著
し
い

重
度
の
障
害
が
あ
り
、
常
時
の
介
護
が
必
要
な

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
表
Ａ
で
２
項
目
以
上
該
当
す
る
人

　
②
表�

Ａ
で
１
項
目
、
表
Ｂ
で
２
項
目
以
上
該

当
す
る
人

　
※�

表
Ａ
と
表
Ｂ
で
別
の
項
目
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
③�

①
ま
た
は
②
と
同
程
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
人

　
※�
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
・�
障
害
者
自
立
支
援
法
で
定
め
る
障
害
者

支
援
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人

　
　
・�

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
人

　
　
・�

病
院
、
ま
た
は
診
療
所
、
介
護
老
人
保

健
施
設
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
人

　
　
・�

本
人
、
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
越
え
て
い

る
人

▼
手
当
額
【
注
１
】

　
月
額
２
万
６
０
８
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
20
歳
未
満
で
重
度
の

障
害
が
あ
り
、
常
時
の
介
護
が
必
要
な
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
対
象
者

　
表
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
※�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
・�

障
害
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　
　
・�

児
童
福
祉
法
で
定
め
る
肢
体
不
自
由
児

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人

　
　
・�

本
人
、
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え
て
い

る
人

▼
手
当
額
【
注
２
】

　
月
額
１
万
４
１
８
０
円

【
注
１
】
町
の
福
祉
手
当
と
は
別
で
す
。

【
注
２
】
改
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
（
4
９
５

－

１
９
０
４
）

　
◆
山
城
南
保
健
所
福
祉
室

　
　
（
4
７
２

－

０
９
７
９
）

重
度
障
害
の
あ
る
人
が
受
け
ら
れ
る
、
国
の
２
つ
の
手
当
制
度
【
注
１
】。「
対
象

に
な
る
か
も
」
と
思
っ
た
方
は
、
申
請
前
に
ま
ず
下
記
の
ど
ち
ら
か
に
ご
相
談
の

う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

表Ａ

・��両眼の視力の合計が0.04以下である。
・�両耳の聴力レベルが100デシベル以上
である。
・�両方の上腕・前腕・手に著しい障害、
または両手のすべての指に著しい障害
がある。
・�両方の脚部に著しい障害があるか、両
方の脚部の足関節以上を失っている。
・�体幹機能によって座り続けられない程
度、または立ち上がれない程度の障害
がある。
・�体の障害や長期安静が必要な病状が上
記以上で、他人の援助を受けなければ
自分で生活できない。
・�上記以上の程度の精神の障害がある。

表Ｂ
・�両眼の視力の合計が0.05 ～ 0.08であ
る。
・�両耳の聴力レベルが90デシベル以上で
ある。
・�平衡機能に極めて著しい障害がある。
・�口のなかで食べ物をよくかみ砕き、味
わうことができない。
・�音声または言語機能を失っている。
・�両方の上腕・前腕・手の親指と人さし
指の機能を失っている。
・�どちらかの上腕・前腕・手の機能に著
しい障害がある。
・�どちらかの脚部の機能をすべて失って
いるか、片方の脚部の大腿を２分の１
以上失っている。
・�体幹機能によって歩くことができない
程度の障害がある。
・�体の障害や長期安静が必要な病状が上
記以上で、日常生活での著しい制限が
必要である。
・�上記以上の程度の精神の障害がある。

表Ｃ
・�両眼の視力の合計が0.02以下である。
・�両耳の聴力が補聴器を使っても音声を
識別できない程度である。
・�両方の上腕・前腕・手に著しい障害が
ある。
・�両手のすべての指を失っている。
・�両方の脚部の機能をすべて失っている。
・�両方の大腿を２分の１以上失っている。
・�体幹機能によって座り続けられない程
度の障害がある。
・�体の障害や長期安静が必要な病状が上
記以上で、他人の援助を受けなければ
自分で生活できない。
・�上記以上の程度の精神の障害がある。
・�体の障害や病状、精神の障害が重複す
る場合であって、その状態が上記以上
である。

自
然
の
恵
み

体
感
し
よ
っ
！

自
然
の
恵
み

体
感
し
よ
っ
！

せいか里山の会収穫祭2013せいか里山の会収穫祭2013

「
せ
い
か
里
山
の
会
収
穫
祭
２
０
１
3
」
が
10

月
13
日
㈰
、
せ
い
か
里
山
保
全
活
動
場
所
（
東

畑
地
区
＝
地
図
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
月
定

例
の
保
全
活
動
（
下
草
刈
り
な
ど
）
の
後
に
行

う
も
の
で
す
。

　
定
員
は
先
着
50
人
。
参
加
希
望
の
方
は
「
参

加
人
数
（
大
人
・
子
ど
も
の
内
訳
）・
代
表
者

氏
名
・
電
話
番
号
」
を
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
下
記
の
と
こ
ろ
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
期
間
は
９
月
27
日
㈮
ま
で

の
平
日
、
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
正

午
・
午
後
１
時
～
５
時
（
27
日
の
み
午
後
４
時

ま
で
）
で
す
。

　
準
備
や
後
片
付
け
は
参
加
者
全
員
で
行
い
ま

す
。
雨
天
な
ど
に
よ
る
中
止
に
つ
い
て
は
、
午

前
８
時
の
段
階
で
判
断
し
ま
す
。
判
断
が
難

し
い
場
合
は
、
当
日
に
町
役
場
〔
4
９
４

−

２
０
０
４
（
代
表
）〕
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
　

　
な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
時
間

　
午
前
９
時
、
現
地
集
合

　
１
部
／
保
全
活
動
体
験
（
午
前
９
時
か
ら
）

　
２
部
／
収
穫
祭
（
午
前
11
時
か
ら
）

　
※��

買
い
出
し
な
ど
の
準
備
の
た
め
、
２
部
か

ら
参
加
の
方
は
午
前
10
時
ま
で
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

　
◆
１
部

　
　

�

保
全
活
動
体
験
〔
い
も
収
穫
・
下
草
刈
り

な
ど
（
予
定
）〕

　
◆
２
部

　
　

�

収
穫
祭
（
新
米
お
に
ぎ
り
・
い
も
煮
・
野

菜
焼
き
）

▼
持
ち
物

　
は
し
・
コ
ッ
プ
・
ご
み
袋

　
※
ご
み
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

　

�

大
人
会
員
５
０
０
円
・
大
人
非
会
員
７
０
０

円
・
小
中
学
生
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

　
※
当
日
、
同
会
へ
の
加
入
も
可
能
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

せ
い
か
里
山
の
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課

内
）

　
（
4
９
５

−

１
９
０
３
・
6
９
５

−

３
９
７
３
）

　
（�

Ｅ
メ
ー
ルsangyou@

tow
n.seika.

kyoto.jp

）

民家

N

けいはんなプラザ

至町役場活動場所

　
自
宅
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
商

品
を
購
入
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
。
し

か
し
最
近
、
日
本
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
思
っ
て

注
文
し
た
と
こ
ろ
実
は
海
外
の
サ
イ
ト
で
、
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
解
決
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

の
注
意
点
を
知
り
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
Ｑ
〉

　

息
子
の
た
め
に
、
人
気
メ
ー
カ
ー
の
サ
ッ

カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
注

文
し
た
。
サ
イ
ト
は
日
本
語
な
の
に
振
込
口
座

が
外
国
人
名
義
で
不
審
に
思
っ
た
が
、
代
金
を

振
り
込
ん
だ
。
そ
の
後
国
際
郵
便
で
届
い
た
荷

物
を
開
け
て
み
る
と
、
注
文
し
た
シ
ュ
ー
ズ
と

ラ
イ
ン
の
色
が
違
う
う
え
、
作
り
も
粗
雑
で
本

物
か
疑
わ
し
い
。「
注
文
し
た
商
品
と
違
う
。

交
換
希
望
」
と
再
三
メ
ー
ル
を
送
っ
た
が
、
返

事
も
な
く
連
絡
が
つ
か
な
い
。

〈
Ａ
〉

　
海
外
の
通
販
サ
イ
ト
で
商
品
を
注
文
し
た
と

こ
ろ
「
届
い
た
商
品
が
模
倣
品
（
コ
ピ
ー
品
）

の
よ
う
だ
」「
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が

届
か
な
い
」
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う

な
サ
イ
ト
は

日
本
語
で
書

か
れ
て
い
る

た
め
、
海
外

事
業
者
が
運

営
す
る
サ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
気
づ
か

ず
に
利
用
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ト
内
の
日
本
語
が
不
自
然
な
と
き
な
ど
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
極
端
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
商
品
は
模
倣
品

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
模
倣
品
の
輸
入
は
消

費
者
が
法
律
違
反
に
問
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
事
業
者
の
所
在
地
や
連
絡
先
な
ど
の

情
報
を
事
前
に
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
な
サ
イ
ト
で
の
取
引
は
危
険
で
す
。
相
手
と

連
絡
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
解
決
は
非
常
に
困
難

に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
便
利
な
反
面
、
危

険
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

◇

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会

館
１
階
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
4
７
２

−

９
９
５
５
）。
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
で
す
。

　

土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
が
電
話
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
4
０
７
５

−２
５
７

−

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後

４
時
で
す
。　

○
問
い
合
わ
せ

　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
4
７
２

−

９
９
５
５
）

ネ
ッ
ト
通
販
に
潜
む
危
険
性

重
度
障
害
者
対
象
の
手
当

※�視力の測定は万国式試視力表によるものと
します。屈折異常があるものは、矯正視力
によって測定します（表Ａ・Ｂ共通）。
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ALTが交代

新ALTのポール・スナイダーさん

　この２年間はあっという間でした。このまちに来て自己紹介
文を書いたのが数カ月前のことのようです。ここで暮らし働け
たことを、とてもうれしく思います。町立３中学校を仕事の拠
点とし、楽しくて元気あふれる生徒とともに時間を過ごすこと
ができました。また、母国・米国の文化を紹介する機会もあり
ました。　
　精華町で英語を教えた思い出や、祇園祭のにぎやかな光景、
奈良の群れ遊ぶ鹿や東大寺の高い門、大阪市の超高層ビルな
ど、関西の風景が心に強く残っています。これからバーモント
州で医師助手を目指し大学院に入ります。精華町の皆さんに、
心より感謝しています。どうかお元気で！

ALT（外国語指導助手）として、町内中
学校での外国語指導に２年間従事した
ジョッシュ・ゴリーさんが、任期を終え
７月末に退任。８月、米国出身のポー
ル・スナイダーさんが着任しました。

　ポール・スナイダーと申します。皆さんとの出会いを通し、
素敵な時間を共に過ごせたらと思います。出身は、米国ネブラ
スカ州スコッツブラフという人口約１万5000人程度の小さな
町。ネブラスカウェズリアン大学（同州リンカーン市）で心理学
を専攻、日本語を副専攻しました。家族は両親と姉が２人、兄
も２人います。趣味は、バスケットボール、アメフト、野球、
スポーツカーの運転です。
　日本での生活は初めてです。これからさまざまな体験をし、
富士登山などさまざまな地域を訪れたいです。日本には素晴ら
しい文化や歴史があり、それらに接する機会があり、うれしく
思います。精華町は美しいまちで、皆さんが親切に接してくれ
ます。日本語はまだうまく話せませんが、これから精一杯勉強
したいと思います。これから、皆さんとともに充実した時間を
過ごしたいです。

「新年おめでとうございます！良い年になりますよう
に！」
　年が明けてずいぶんたつのに、変ですよね。実は、私は
ユダヤ人として、西暦とまったく関係のないヘブライ暦を
使っています。ユダヤの新年「ローシュ・ハッシャーナー」

（ヘブライ語で「年の頭」）は、毎年ほぼ９月に来ます。
　日本のお正月には、もちやおせちなどを食べる習慣があ
るように、「ローシュ・ハッシャーナー」では、リンゴとは
ちみつ、テイグラハ（はちみつシロップで煮たお菓子）など
を食べます。はちみつは「甘い（幸せな）」新年を象徴すると
いわれています。羊の雄の角を使った笛「ショファー」を演
奏する伝統もあります。またこの期間中は、「贖

しょくざい

罪」の儀式
もあります。
　このことを紹介するのには理由があります。日本にい
るユダヤ人は非常に少ないため、大多数の日本人はロッ
シュ・ハッシャーナーをはじめ、ユダヤの祝日は聞いたこ
とがないのではないかと思います。私には日本にいる米国
人の友人が多くいて、米国の文化について話し合うことも
多いです。しかし、同じユダヤ人とはなかなか出会えませ
んので、ユダヤの祝日には、とても寂しく感じることがあ
ります。
　私にとってユダヤ人であるという意識は、米国人である
意識と同じほど大切です。日本でユダヤ人となかなか出会
えなくても、ユダヤの文化について紹介できれば、大変う
れしく思います。

"Happy New Year, and may it be a great one!"
Of course, this may sound like a strange thing to 

say so long after the calendar change. However, as 
a Jew, I follow both the Western calendar and the 
entirely unrelated Hebrew calendar. On most years, 
the Jewish New Year, Rosh Hashanah (literally "the 
head of the year" in Hebrew), comes in September. 

Much as people eat foods such as mochi  or 
osechi on the Japanese New Year, apples and honey 
are commonly eaten on Rosh Hashanah, as is a 
pastry called teiglach which is boiled in a honey 
syrup. The use of honey in these foods is supposed 
to symbolize a "sweet" new year. Another tradition 
is the blowing of the shofar, a hollowed ram's horn. 
Rosh Hashanah also involves a ritual of casting off 
one's sins.

There is a reason I am writing about this. Due 
to the negligible number of Jews in Japan, I would 
surmise that the vast majority of Japanese people 
have never heard of Rosh Hashanah or any other 
Jewish holiday. I have quite a few American friends 
in Japan, and it's not hard to find someone to talk 
with about American culture. It is much harder, 
however, to meet other Jews here, so sometimes 
Jewish holidays can feel very lonely. 

My Jewish identity is just as important to me as 
my American identity. Even if I am not able to meet 
many other Jews, as long I am able to teach people 
in Japan about my Jewish heritage, that would make 
me very happy.

Happy Jew Year ユダヤの新年、おめでとうございます

ペルコビッツ・スティーブン
米国ロードアイランド州出身の23歳。昨年
７月から精華町第10代国際交流員（CIR）と
して勤務。主な仕事は英語版広報紙「いち
ご」の製作をはじめとした外国人住民の生
活支援や学校などでの国際交流活動。趣味
は、音楽鑑賞・料理・ジョギング。「日本語に磨きをかける
よう、日々頑張ります！」

Every Day is an Adventure

第10代国際交流員コラム
13

毎日が冒険毎日が冒険

ショファーを吹く男性 代表的なはちみつ よく食べられるりんご

クイズやカードを使った学習では生徒たちの意欲もアップ！７月に退任したジョッシュ・ゴリーさん

ふるさと、米国ネブラスカ州スコッツブラフの街並み

さようなら

初めまして

○問い合わせ　学校教育課 学校教育係（4 95－1906）
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★�

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
は
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

（
4
０
７
５

−

２
５
３

−

６
１
８
０
）

町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
る
か
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
妊
治
療

費
用
の
一
部
助
成

小
児
慢
性

特
定
疾
患
児

生
活
用
具
を
給
付

　
町
で
は
、
保
険
適
用
の
治
療
と
人
工
授
精
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
民
登
録

し
て
い
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）
で
、
各

種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

�

※�

人
工
授
精
の
治
療
費
を
申
請
す
る
場
合
は

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
要
す
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
書
・
医
療
機

関
証
明
書
・
請
求
書
を
直
接
、
左
記
の
と
こ

ろ
へ
。

　
※�

必
要
書
類
は
左
記
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
卵
子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・
指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
。

◇

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
山
城
南
保
健
所

　
（
4
７
２ 

− 

４
３
０
０
）

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券
を
持
ち
、

日
常
生
活
に
著
し
く
支
障
が
あ
る
在
宅
の
人

に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

町
内
に
住
民
登
録
し
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
受
診
券
を
持
ち
、
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
著
し
く
支
障（
左
記
）の
あ
る
方【
注
１
】

▼
費
用

　
世
帯
の
所
得
税
額
な
ど
に
応
じ
て
決
定

▼
用
具
の
種
類
（
対
象
者
）

　
・
便
器
（
常
時
介
助
を
要
す
る
人
）

　
・�

特
殊
マ
ッ
ト
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

人
）

　
・�

特
殊
便
器
（
上
腕
・
前
腕
・
手
の
機
能
に

障
害
の
あ
る
人
）

　
・�

特
殊
寝
台
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

人
）

　
・�

歩
行
支
援
用
具
（
脚
部
が
不
自
由
な
人
）

　
・�

入
浴
補
助
用
具
（
入
浴
に
介
助
が
必
要
な

人
）

　
・�

特
殊
尿
器
（
自
力
で
排
尿
で
き
な
い
人
）

　
・�

体
位
変
換
器
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

人
）

　
・�

車
い
す
（
脚
部
が
不
自
由
な
人
）

　
・�

頭
部
保
護
帽
（
発
作
な
ど
で
頻
繁
に
転
倒

す
る
人
）

　
・�

電
気
式
た
ん
吸
引
器
（
呼
吸
器
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
）

　
・�

ク
ー
ル
ベ
ス
ト
（
体
温
調
節
が
著
し
く
難

し
い
人
）

　
・�

紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
（
紫
外
線
に
対

す
る
防
御
機
能
が
著
し
く
欠
け
、
が
ん
や

神
経
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
人
）

　
・�

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
（
呼
吸
器
機
能
に
障
害
の

あ
る
人
）

　
・�

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
（
人
工
呼
吸
器

の
装
着
が
必
要
な
人
）

▼
申
請
方
法

　

�

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付

申
請
書
【
注
２
】・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
診
券
の
写
し
を
直
接
、
左
記
の
と
こ
ろ

へ
。

　
※�

申
請
後
、
対
象
者
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
、
給
付
を
決
定
し
ま
す
。

【
注
１
】
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
を
除
く

児
童
福
祉
法
・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
施
策
の
対

象
と
な
ら
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

【
注
２
】
窓
口
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

妊
娠
し
た
ら
医
療
機
関
へ

　
妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
医
療
機
関
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
妊
娠
と
診
断
さ
れ
た
ら
す
ぐ
、
印

鑑
を
持
っ
て
町
役
場
・
健
康
推
進
課
（
２
階
）

で
妊
娠
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
母
子
健

康
手
帳
と
妊
婦
健
診
の
一
部
公
費
負
担
（
14
回

分
）
の
関
係
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

公
費
負
担
は
受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
、
受
診
券
方
式
・
申
請
方
式
の
ど
ち
ら
か
に

な
り
ま
す
。
医
療
機
関
を
変
更
す
る
場
合
は
下

記
の
と
こ
ろ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

公
費
負
担
は
里
帰
り
先
（
国
内
の
医
療
機

関
・
助
産
所
）
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

転
入
・
転
出
し
た
ら

　

公
費
負
担
は
妊
婦
健
診
を
受
け
る
日
時
点

で
、
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

　
転
入
の
場
合
は
、
転
入
手
続
き
の
際
に
健
康

推
進
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
転
出
の
場
合

は
、
精
華
町
で
の
公
費
負
担
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
転
出
先
の
市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

妊
婦
健
診
は
定
期
的
に

　
来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
町
内
在
住

の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
就
学
時
健
康
診
断
を

10
月
～
11
月
、
各
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

　

通
学
予
定
の
学
校
で
受
診
で
き
な
い
場
合

は
、
ほ
か
の
学

校
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
費

用
は
無
料
。
会

場
へ
は
上
履
き

を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
各
学
校
の
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。
受
付
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
の
予
定
で
す
。

・
精
華
台
小
学
校
／
10
月
17
日
㈭

・
東
光
小
学
校
／
10
月
24
日
㈭

・
精
北
小
学
校
／
10
月
31
日
㈭

・
川
西
小
学
校
／
11
月
14
日
㈭

・
山
田
荘
小
学
校
／
11
月
21
日
㈭

○
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
６
）

就
学
前
に
健
康
診
断

　
０
歳
児
を
初
め
て
育
て
て
い
る
母
親
の
た
め

の
仲
間
・
き
ず
な
・
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
10
月
25
日
～
11
月
15
日
の

毎
週
金
曜
日
（
計
４
回
）、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
こ
ま
だ
保
育
所
内
）
で
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
い
、
親
同
士
が
協
力
し

合
い
な
が
ら
学
び
、
親
と
し
て
育
つ
場
所
が
今

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
安
心

で
き
る
雰
囲
気
の
な
か
で
、
育
児
の
喜
び
や
困

り
事
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
子
育
て
に
必

要
な
知
識
を
学
ぶ
、
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
時
間
は
午
前
10
時
～
正
午
、
参
加
は
無
料

で
す
。

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
と

・
子
育
て
仲
間
が
で
き
ま
す
。

・�

赤
ち
ゃ
ん
と
の
か
か
わ
り
方
を
学
ぶ
な
か

で
、
親
子
の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

・�

ほ
か
の
親
も
同

じ
よ
う
に
悩
ん

で
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
話
し

相
手
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
育

児
の
不
安
が
解

消
さ
れ
ま
す
。

・�

子
ど
も
の
心
身

の
発
達
を
学
ぶ

こ
と
で
、
焦
ら
ず
完
璧
を
求
め
な
い
「
思
春

期
か
ら
花
ひ
ら
く
子
育
て
」 

を
目
指
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
マ
マ
友
ほ
し
い
な
ー
」「
子
育
て
っ
て
、
こ

ん
な
と
き
ど
う
す
る
の
？
」
と
思
っ
て
い
る
新

米
マ
マ
さ
ん
。
Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
者

　

�

町
内
在
住
の
第
１
子
で
今
年
４
月
25
日
～
８

月
25
日
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

▼
定
員

　
15
組
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
間

　
10
月
７
日
㈪
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

▼
申
込
方
法

　
申
込
書
【
注
】
を
郵
送
で
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

　

�

参
加
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
連
絡
し

ま
す
。

【
注
】
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
・
町
内
保
育
所
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

〒
６
１
９

－
０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所

記
入
不
要
）

　
精
華
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　
（
4
９
５

－

１
９
１
７
）

初
の
子
育
て 

不
安
い
っ
ぱ
い

10
～
11
月
　
育
児
の
知
識
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

初

め

か

ら

完

璧

な

親

な

ど

い

な

い


